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はじめに 

野生個体の過剰採集（以下，乱獲）は，世界各

地でカメ類を劇的に減少させてきた主要因の 1

つである（Gibbons et al., 2000；Moll and Moll, 

2004；Stanford et al., 2020）．乱獲されたカメ類

は食用，薬用及びペット用として現地で利用され

るとともに，世界各地へと輸出されたものが商業

流通している． 

野外では，多くのカメ類は成体（メス）の生存

率が非常に高く，長い寿命の中で何度も産卵する

ことができる一方で，成熟までに長期間を要し，

卵内の胚発生中や孵化幼体等の初期の生存率は

非常に低く（Iverson, 1991），ほとんどの個体が

成体まで生き残れない．このような生態的特徴か

ら，カメ類の野外集団においてはひとたび成体の

個体数が激減すると，元の水準まで回復するのに

長 い 時 間 を 要 す る こ と （ Pitt and Nickerson, 

2013；Mullin et al. 2020），もしくは長期間が経

過 し て も 回 復 し な い こ と が 指 摘 さ れ て い る

（Keevil et al., 2018）．以上のことから，持続的
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に野生個体を商業利用することが可能な採集方

法の確立が強く求められていた． 

その一方で，個体群動態を予測するシミュレー

ションでは，カメ類は野生個体の持続的な利用が

不可能であることが多くの研究者らによって指

摘されている（Congdon et al., 1993, 1994; Dodd 

et al., 2016; Rachmansah et al., 2020）．これは，

幼齢期から若齢期の非常に高い死亡率と遅い成

熟といった生態的特徴から，カメ類は成体の生存

率が僅かに低下するだけで個体数が減少してい

く生物だからである（Congdon et al., 1993, 1994；

Enneson and Litzgus, 2008；Dodd et al. 2016）．

例えば，Dodd et al.（2016）はカロリナハコガメ

（Terrapene carolina）では，採集圧（生息数全体

に対する採集数の割合）が非常に低い値（例えば，

> 3.8 %）であったとしても，捕獲し続けること

でやがて絶滅してしまうことを定量的に予測し

た． 

日本広域に分布する固有種のニホンイシガメ

（Mauremys japonica）もまた，乱獲等の人為的

要因によって分布域の各地から消失しつつある

カメ類の１つである（Yasukawa et al., 2008；加

賀山・小賀野，2024）．現在，ニホンイシガメは

絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引

に関する条約（ワシントン条約）附属書 II 掲載種

であるとともに，環境省のレッドリストにおいて

準絶滅危惧に選定されている（環境省, 2020，

2025 年 12 月 7 日現在）．環境省の調査により，

本種は日本全体で約 980,000 個体が生息してい

ると推定されているが，平成 25 年 8 月から平成

27 年 9 月の間に約 28,000 個体が輸出されたこと

が明らかとなった（環境省, 2015a, 2015b）．輸出

された個体は特定の地域に偏って捕獲されてい

たことから，こうした過剰利用が続けば地域個体

群または局所個体群の絶滅の恐れがあり，またそ

れが連続的に生じることで将来的には種の存続

を脅かす過剰な利用が行われている状態にある

と指摘された（環境省, 2015a, 2015b）． 

このような背景から，環境省は当分の間，ワシ

ントン条約附属書 II 掲載種であるニホンイシガ

メの輸出申請に対して，サイズの小さい未成熟個

体と飼育繁殖個体についてのみ，ワシントン条約

の科学当局として「当該輸出が当該動植物の種の

存続を脅かすものでない」旨の助言を行うことと

なった（環境省, 2015b）．しかしながら，野生個

体の採集や国内流通には条例や法令等での規制

がかかっておらず，依然として野外で捕獲された

と思われる数多くの個体が流通している（寺岡・

藤田, 2017）．幸いなことに本種では，愛好家らに

よって飼育繁殖技術が確立され，現在ではペット

ショップや展示即売会等においても数多くの飼

育繁殖個体が流通するようになってきている．今

後，飼育繁殖個体がより安価で流通するようにな

れば，野生からの捕獲に頼ることなくニホンイシ

ガメを飼育し続けることが可能となるが，これま

でにニホンイシガメの野生個体と飼育繁殖個体

の流通量や販売価格等に関する情報は全く報告

されていない．そこで，本研究では爬虫類・両生

類の展示即売会で販売されているニホンイシガ

メの販売数や価格等を整理し，流通状況を明らか

にすることを目的とした． 

 

方法 

2023 年 5 月から 2025 年 10 月にかけて，関東

地方（主に東京都）で開催された計 11 回の爬虫

類・両生類の展示即売会（即売会 A：4 回，即売

会 B：2 回，即売会 C：1 回，即売会 D：3 回，

即売会 E：1 回）において，ニホンイシガメの販

売価格等に関する情報を収集した．記録項目は店

舗名，ニホンイシガメの背甲長，性別，産地，販
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売個体数，価格，由来（飼育繁殖個体，野外採集

個体）の 7 項目とした．本稿では店舗名の記載は

行わず，記号（例えば，店 1）で表現することと

した．背甲長は値札に記載された数値または目測

によるおおよその大きさとし，販売個体数ととも

に可能な限り記録するよう努めた．販売個体の値

札に性別が記載されていた際は記録するととも

に，形態的特徴（例えば，尾の付け根の太さ，背

甲長）から性別が明確な場合は記録した．由来の

うち，飼育繁殖個体または野外採集個体のどちら

にも分類できないもの（値札に未記載）は不明と

して記録した．販売個体の産地について，島嶼名

や水系名等の詳細な採集場所を記載した店舗が

いくつか見られたが，保全上の観点（例えば，乱

獲を助長する恐れがある）から都府県までの記載

に留めた．また，飼育繁殖個体についても産地を

記載している店舗が見られたが，繁殖用の種親を

採集した地域，または飼育繁殖個体が生まれた地

域のどちらを指しているのかを判別することは

できなかった．なお，販売開始直後の時間帯に展

示即売会へ参加できていない調査回もあるため，

いくつかの個体が商取引された後に販売個体数

を記録している可能性があることに留意する必

要がある．また，今回参加した展示即売会の内，

即売会 D と即売会 E は飼育繁殖個体のみが販売

対象となっていた． 

作図及び統計解析には R（ver 4.4.3，R Core 

Team 2025）を使用した． 

 

結果 

ニホンイシガメの展示即売会ごとの販売価格等

の記録を付録（付録１．ニホンイシガメの販売情報

https://doi.org/10.6084/m9.figshare.32125447 ）

に示した．背甲長が 3cm ほどの孵化幼体から 8cm

を超えるオスの成体や 15cm を超えるメスの成

体等の幅広いサイズの個体が多数販売されてい

た．岐阜県，静岡県，広島県，鹿児島県，埼玉県

等との産地の記載のある個体が販売されていた

が，多くの個体については産地が不明であった．

販 売 個 体 の 由 来 別 の 割 合 は 飼 育 繁 殖 個 体 で

83.8 %，野外採集個体で 14.8 %，不明で 1.4%で

あった．即売会 D や即売会 E での販売個体の由

来が全て飼育繁殖個体であったのに対して，即売

会 A や即売会 C，即売会 B では野外採集個体を

出品する店舗が見られ，特に即売会 A では野外

採集個体の頻度が高かった（図 1A）．メスの成体

の全てが野外採集個体である一方で，オスの成体

は飼育繁殖個体と野外採集個体がほぼ同頻度で

販売されていた（図 1B，付録 1）．また，幼体（背

甲長 3～6cm 程度）のほぼ全てが飼育繁殖個体で

あった（図 1B，付録 1）． 

オスとメスのペア販売等を含めると，販売価格

の範囲は 500 円から 25,000 円，販売個体数は 1

個体から 20 個体以上と店舗ごとにばらつきが見

られた．展示即売会ごとの販売価格（複数個体の

セット販売を除く）の平均値は即売会 C で 5,080

円（中央値 3,800，範囲 1,000-10,000，標準偏差

3,421.86，N = 12），即売会 E で 2,500 円（中央

値 2,250，範囲 2,000-3,500，標準偏差 707.11，

N = 4），即売会 D で 3,383.64 円（中央値 2,000，

範囲 500-18,000，標準偏差 3,198.76，N = 38），

即売会 A で 5,379.73 円（中央値 4,000，範囲 1,000-

18,000，標準偏差 3628.46，N = 74），即売会 B

で 5,442.86 円（中央値 5,000，範囲 2,500-7,800，

標準偏差 1,720.33，N = 7）であった（図 2A）．

ウィルコクソンの順位和検定（ボンフェローニ補

正）より，即売会 D と即売会 A 間（P < 0.001）

でのみ中央値に有意差が検出された．また，全展

示即売会のデータを統合したニホンイシガメの

由来別の販売価格は飼育繁殖個体で 4,552.70 円
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（中央値 3,300，範囲 500-18,000，標準偏差

3,457.06，N = 115），野外採集個体で 5,609 円（中

央値 4,000，範囲 1,500-15,800，標準偏差 3,488.8，

N = 20）であった（図 2B）．ウィルコクソンの順

位和検定より，飼育繁殖個体と野外採集個体間の

販売価格の中央値には有意な違いは見られなか

った（P = 0.07）． 

 

考察 

販売実態 

複数の展示即売会を対象とした調査により，近

年流通するニホンイシガメの販売個体の由来は

飼育繁殖個体が中心であることが明らかとなっ

た．2010 年代頃の展示即売会において，野外採

集と思われる多数のニホンイシガメ（主にメス成

体）が山積みの状態で販売されていたことに比べ

ると（例えば，寺岡・藤田, 2017），近年は野外採

集個体の販売数が減少傾向にあるのかもしれな

い．背甲長が 3～5cm 程度の幼体（当歳）が 2,000

～4,000 円ほどの価格で多数販売されていたこと

図 1．展示即売会と生活史段階ごとのニホンイシガ

メが販売されていた頻度（延べ店舗数）．CB

は飼育繫殖個体，WC は野外採集個体を表

す．ニホンイシガメが 1 個体でも販売されて

いた店舗を 1 つとしてカウントし，同一店舗

であっても展示即売会のイベントが異なる

ものは別サンプルとして集計した．生活史段

階は背甲長が 3～6cm の個体を幼体，8cm 以

上のオスをオス成体，15cm 以上のメスをメ

ス成体，性別の記入漏れ等の理由により上記

のどれにも分類できない個体を不明（メスの

未成熟個体を 1 個体加えた）とした．また，

セット販売の個体を含めて図示した． 

図２．展示即売会と由来ごとのニホンイシガメの販

売価格．CB は飼育繫殖個体，WC は野外採

集個体を表す．塗りつぶされた図形はバイオ

リンプロット，白抜きの図形は箱ひげ図を示

す．箱ひげ図内の黒色のプロットは平均値，

横線は中央値を表す．なお，図 B においては

由来が不明の 2 個体を除外して図示した． 
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は，ブリーダーらよる飼育繁殖が軌道に乗り，流

通システムが構築されつつあることを示唆して

いる．従って，将来的には野生個体の採集に頼ら

ない商業的な利用が可能になることが期待され

る． 

その一方で，店舗数や個体数は多くないものの，

日本各地を産地とする野外採集個体が確認され

たことから，現在でもニホンイシガメが採集され

続けていると考えられる．特に，成熟までに 8～

10 年ほどの期間を要するメスの成体（Kagayama, 

2020）では販売されていたものの全てが野外採

集個体であったことから，種親用に数多く捕獲さ

れ，その一部が販売され続けている可能性がある．

実際に，ニホンイシガメの長期的な標識再捕獲調

査を実施している地域において，カメと思われる

生物が入った麻袋を持つ不審者との遭遇事例や

採集者が持ち去った後にカメが全く見られなく

なったとの地元の方による証言があることに加

え（西堀他, 2024），調査のために個体識別された

個体が販売されていた流通事例があることから

（西堀, 2014），局所個体群の存続を脅かす野外

採集を迅速に抑制することが望まれる．ただし，

2025 年 3 月 12 日付けで一般社団法人日本爬虫

類両生類協会より「野生個体の取り扱い自粛要望

書」が発出され，野外で採集されたニホンイシガ

メおよびヤエヤマイシガメの販売及び取り扱い

の自粛が販売業者に求められたことから（楠田，

2025），今後はニホンイシガメの野外採集個体の

販売数がより減少していくことが期待される． 

本調査において，ニホンイシガメの野外採集個

体の販売数が少なかった原因としては，調査対象

とした展示即売会の方針や個体の搬入に伴うコ

スト，業界内での野外採集個体の販売自粛等が強

く影響している可能性がある．今回，調査対象と

した即売会 D と即売会 E は飼育繁殖個体のみを

販売するイベントであるため，飼育繁殖個体に偏

った販売記録を収集してしまった可能性も否定

できない．また，ニホンイシガメは最大で背甲長

が約 20cm，体重が約 1kg まで成長する生物であ

り（Yabe, 1989；加賀山, 未発表），販売する際に

大きな展示スペースを要するとともに個体の移

動に多大な労力がかかることから，実店舗からの

持ち込みを控えた可能性がある．しかし実際には，

ペットショップ等の実店舗では未だに野外採集

と思われる個体が販売されていることから（加賀

山, 未発表），今後はペットショップ等の実店舗

を含めた包括的な調査を実施し，より詳細にニホ

ンイシガメの販売数や販売価格及び由来を明ら

かにしていく必要があるだろう．特に，現在のニ

ホンイシガメの主要な分布域である西日本を中

心に（Yasukawa et al., 2008；Kagayama et al., 

2020），展示即売会及びペットショップ等の実店

舗を対象とした流通実態の定量評価を行うこと

が重要になると考えられる． 

カメ類は魚類や両生類等の他の分類群と異な

り，野外採集個体の販売実態が把握しにくい生物

である．淡水魚やサンショウウオ類等のようにイ

ンターネットオークションで個人での販売が可

能である生物については，取引状況が閲覧可能な

状態で残る利点を活用した販売実態の定量化が

進められてきた（高久・諸澤, 2021；照井・徳田, 

2021；上野・江口, 2023）．しかしながら，現在，

爬虫類は動物愛護管理法によって対面での販売

（ 説 明 ） が 義 務 付 け ら れ て い る た め

（https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/1

_law/trader.html, 2025 年 12 月 7 日最終確認），

基本的にはインターネット上に取引に関する情

報が残されておらず，ペットショップ等の各店舗

での現地調査を実施しない限り，流通状況に関す

る基礎情報が収集できずにいた．数多くの店舗が
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出店する展示即売会は爬虫類の流通実態を効率

的に把握することが可能な機会となるため，今後

はペットショップ等の実店舗での販売情報を併

せることで，対象種の全体的な流通状況を把握す

ることが可能になるだろう． 

 

保全への示唆 

一般的に，淡水生カメ類はメスの成体の生存率

が僅かに低下しただけで個体群の存続性が劇的

に低下するため（Congdon et al., 1993, 1994；

Enneson and Litzgus, 2008），業者による商業目

的の乱獲だけでなく，マニア等の私的利用（例え

ば，観賞用や繁殖用個体の採集）による少数個体

の継続的な採集によっても，局所絶滅を引き起こ

す恐れがある（例えば，Dodd et al., 2016）．局所

絶滅に至らなかったとしても，個体数を迅速に回

復させることが困難なカメ類にとって（Pitt and 

Nickerson, 2013；Keevil et al., 2018；Mullin et al. 

2020），乱獲等による急速な低密度化は個体群存

続に対する重大な脅威となるだろう．従って，分

布域の各地から消失しつつあるニホンイシガメ

（Yasukawa et al., 2008；加賀山・小賀野，2024）

の将来的な局所絶滅を食い止めるために，野生個

体（特にメスの成体）の採集規制は必須な保全対

策の１つになると考えられる． 

野生個体の採集を禁止しつつ，許可を得た事業

者のみが飼育繁殖個体を販売することが可能な

枠組みとして「絶滅のおそれのある野生動植物の

種の保存に関する法律（種の保存法）」により指

定される「特定第一種国内希少野生動植物種（以

下，特定第一種）」がある（例えば，令和 7 年に

動 物 で 初 め て 指 定 さ れ た ゼ ニ タ ナ ゴ ， 

https://www.env.go.jp/nature/kisho/domestic/li

st.html，2025 年 12 月 7 日最終確認）．ニホンイ

シガメもこの特定第一種に指定すれば野生個体

を採集圧から守るとともに，許可を受けて正規に

得られた飼育繁殖個体を市場に流通させること

ができるため，違法採集を抑制することが可能に

なると期待される．しかしながら，特定第一種へ

と指定するためには，解消しなくてはならない大

きな課題が残されている．特定第一種を含む国内

希少野生動植物種は，環境省レッドリストの絶滅

危 惧 種 の 中 か ら 指 定 さ れ る た め

（ https://www.env.go.jp/nature/kisho/hozen/h

ozonho.html，2025 年 12 月 7 日最終確認），現状

で準絶滅危惧と評価されているニホンイシガメ

はそもそも候補種の対象にすらならない．従って，

早急に絶滅危惧種へとランクが上がるよう，生息

状況を定量的に評価した論文を多数出版し，現在

置かれている危機的状況を社会へと広く発信し

ていく必要があるだろう．また，特定第一種へと

指定されることにより生じる弊害も存在する．特

定第一種へと指定されるとニホンイシガメの捕

獲等が禁止され，許可を受けていない捕獲ができ

なくなることから，生息状況把握を目的とした捕

獲調査が実施されにくくなる恐れがある．加えて，

魚類を対象として設置した漁具（例えば，カニ籠）

に混獲される事例が知られており（山口, 2019），

非意図的に捕獲された際の対処法等，事前に調整

が必要な課題が残されている．１つの解決策とし

て，特定第一種ではあるが再放流を前提とした捕

獲調査の容認等，キャッチ＆リリースを許容する

運用とすることで，上記の問題には柔軟に対応す

ることができると考えられる． 

 

追記 

本稿が投稿された時点では，環境省のレッドリ

ストにおいてニホンイシガメは準絶滅危惧に選

定されていたが（環境省, 2020），2026 年 3 月 17

日に公表された第５次レッドリストにおいて，準
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絶滅危惧から絶滅危惧Ⅱ類（VU）へとカテゴリ

ーが１段階引き上げられ，絶滅危惧種と評価され

ることとなった（環境省, 2026）点に留意する必

要がある． 
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